
 

 

  

「法然と親鸞」公開研究会 
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【研究発表③】 

名和 達宣 
 

 

「「絶対他力」を 

めぐる諸問題」 

【研究発表①】 

難波 教行 
 

 

「親鸞が仰いだ 

浄土宗開宗」 

【研究発表②】  

藤原 智 
 

 

「法然・親鸞に 

関する典籍研究」 

【研究発表④】 

中村 玲太 
 

 

「浄土が「宗」として 

開かれた意義」 

【コメンテーター】 

柴田 泰山 氏 
 

（三康文化研究所研究員・

大正大学非常勤講師）  
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法然上人が「浄土宗」を開いたことは、日本仏教界にあまたの論争を引き起こした。 

ただそれと同時に、多彩な浄土の教えが花開き、多様な人が生まれた。親鸞聖人

も、法然上人より教えを受けた、多様な人が集まる吉水の地を終生憶念していた。   

なぜ 法然上人による浄土宗開宗は、多様な人を生んだのか、また親鸞聖人は、  

法然上人の開宗の営みにどのように呼応したのか。このような課題のもと「法然と親鸞」

を確かめたのが『教化研究』第１７３号であり、本公開研究会でも「法然と親鸞」について

多角的に探っていきたい。 

教学研究所研究職員による 

研究発表の後、柴田泰山氏より 

コメントをいただきます。 

入場無料・事前申込不要 



 

法然上人の教えを聞いた地、吉水のことを親鸞聖人は終生憶念していた。 

法然上人が語った言葉とは、親鸞聖人にとってつねに振り返るべき原点であり、

かつ念仏者としての自身の歩みを続けさせる原動力であったのであろう。 

そうした念仏者の原点であり、原動力について「親鸞」と共に聞き開こう。 

書籍のご案内 

『教化研究』第１７３号 特集：法然と親鸞 

教学研究所研究職員による論考や、山田恵文氏による講演

録「親鸞聖人と『西方指南抄』」、宗門内外の執筆者による 

随想など多数収録。さらに「法然と親鸞」についての疑問を

探究するＱ＆Ａコーナーを掲載。 
定価1,650 円（税込） 
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「法然と親鸞」公開研究会 登壇者のご紹介 

【研究発表③】 
教学研究所所員 
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◆研究領域・関心 

 教行信証・宗教哲学・現代問題 
 

<主な論文> 

「『教行信証』解釈の〈方法〉をめぐって」 

【研究発表①】 
教学研究所所員 
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（真宗学） 
◆研究領域・関心 

 親鸞教学・法然教学・障害問題 
 

 <主な論文> 

「真影の図画と『教行信証』」 

【コメンテーター】 
三康文化研究所研究員 

大正大学非常勤講師 
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◆研究領域・関心 

 中国仏教・浄土宗学 

【研究発表②】 
教学研究所研究員 
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（真宗学） 
◆研究領域・関心 

 教行信証・真宗典籍・真宗教学史 
 

 <主な論文> 

「『教行信証』における引用文について」 

（真宗学 

・思想史） 

【研究発表④】 
教学研究所助手 
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（日本浄土教） 
◆研究領域・関心 

 法然、法然門流の思想形成 
 

 <主な論文> 

「中世浄土教と「宿善」」 

お求めは東本願寺出版(TEL:075-371-9189)へ！！ 
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